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2023年11月16日 

【入浴中の事故による救急統計について】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 月別の入浴中の事故による救急要請件数 

  過去５年間の入浴中の事故による救急要請871件を月別にみると、１月が116件で最も多 

 く、次いで12月が106件、２月が93件と続き、冬季間に多いことが分かります。 

  特に高齢者の事故による救急要請が全体の78.3%と多く発生しています。 

  また、全体の32.1%を占める280件が心肺停止となった事案で、さらにそのうちの49.3％を

占める138件は救急隊が接触時に明らかに死亡していた事案（不搬送となった事案）でした。 
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 入浴中の事故による救急事案は、急病のほか溺水や転倒など一年を通して発生しています

が、特に冬季間はヒートショックとみられる症状による救急事案が増加する傾向にあります。 

 ヒートショックとは、暖かい部屋から寒い部屋への急激な温度の変化が身体に与える影響の

ことを言い、失神による転倒や溺水につながる他、脳梗塞や心筋梗塞等を発症する恐れもあ

り、注意が必要です。これらを予防するために、以下のとおり過去５年間（2018年から2022

年まで）の救急統計と注意のポイントまとめましたのでお知らせします。 

※ 小数点を含むものは、小数第二位を四捨五入した数値 
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11月26日は「いい風呂の日」 ヒートショックに注意して快適なお風呂を 

51 

78.3％ 

（682件） 

21.7％ 

（187件） 

871件 



 

2 
 

■ 入浴時の血圧の変動 

  入浴の際、暖かい部屋から脱衣所へ移動すると、寒さで血管が縮んで血圧が上昇します。この 

 状態で急激に熱いお湯につかることで反射が起こりさらに血圧が上昇します。 

  その後は、身体が温まって体温を下げるために血管が広がり血圧が低下します。浴槽から急に 

 立ち上がると、さらに血圧が下がります。 

  このように血圧の急激な変動によって脳梗塞や心筋梗塞を発症したり、失神によって溺れたり 

 転倒したりするリスクがあります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 特に注意が必要な人 

  🔶 65歳以上の高齢者 🔶 高血圧の人 🔶 動脈硬化のある人 🔶肥満気味の人 

  🔶 飲酒後に入浴する習慣がある人 🔶 熱いお風呂が好きな人 など 

 

■ 予防のポイント 

  ◇ 部屋の温度差を小さくする 

  ◇ お風呂のお湯は41℃以下で 

  ◇ かけ湯やシャワーでゆっくり身体を暖める 

  ◇ 浴槽から急に立ち上がらない 

  ◇ 飲酒後は入浴しない 

  ◇ 入浴前後に水分補給 

  ◇ 入浴時は家族にひと声かける 
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